
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日（
水
）、
三
菱
重
工
労

組
長
船
支
部
労
働
会
館
に
お
い
て
「
第
六
十
三
期
通
常

総
代
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
主
な
議
題
は
次
の
通
り
で
、
全
議
案
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
の
国
内
経
済
は
、
政
府
の
経
済

財
政
政
策
の
推
進
に
よ
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
が
改

善
し
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
各
種
政
策
効

果
も
あ
り
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
で
推
移
し

ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
地
方
の
中
小
事
業
者
や

勤
労
者
・
生
活
者
に
つ
い
て
は
、
真
の
景
気
回
復
を

実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、さ
ら
に
、今
後

の
中
長
期
的
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
を
考
慮

す
る
と
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
楽
観
視
が

許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
金
融
面
に
お
き
ま
し
て
は
、金
融
機
関
同
士
の
広
域

連
携
や
経
営
統
合
・
合
併
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化

し
、
経
営
の
効
率
化
が
進
む
一
方
で
、
日
本
銀
行
の

マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
に
伴
い
地
域
金
融
機
関
の
利
鞘

は
縮
小
傾
向
に
あ
り
収
益
面
へ
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
は
、
設
備
投
資
や
住
宅
投
資

の
増
加
、
消
費
回
復
と
い
っ
た
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
地
方
に
お
い
て
は
即
時
的
な
効
果
が

期
待
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
、こ
れ
に
加
え
て
、地
震

災
害
に
よ
り
、
県
内
に
お
い
て
も
観
光
客
の
キ
ャ
ン

セ
ル
や
売
上
減
少
、
物
流
の
停
滞
な
ど
幅
広
い
業
種

に
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
十
八
銀
行
が
Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
来
年
四
月
に
経
営

統
合
し
、
再
来
年
四
月
に
は
親
和
銀
行
と
合
併
す
る

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
や
低

金
利
政
策
な
ど
金
融
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、先
細

り
す
る
地
域
経
済
の
将
来
を
見
据
え
る
と
経
営
基
盤

強
化
の
た
め
に
は
不
可
避
の
選
択
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。地
域
金
融
機
関
は
、今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
お
り
、
相
互
の
連
携

強
化
や
再
編
・
合
併
等
の
動
き
が
更
に
加
速
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
経
営
を
取
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
が
、
当
組
合
は
他
金
融
機
関
の
事

業
戦
略
と
は
一
線
を
画
し
、
不
特
定
多
数
の
顧
客
を

対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、
創
立
の
理
念
に
則
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
で

他
金
融
機
関
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
職
域
に
し
っ
か
り
と
軸
足
を
置
き
、

三
菱
重
工
を
中
心
と
し
て
、
関
連
・
協
力
・
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
の
従
業
員
や
企
業
と
の
取
引
、
地
域
に
お

い
て
は
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
を
核
と
し
て
、
店
周
の
事
業

所
や
一
般
顧
客
と
の
取
引
」。こ
れ
ら
の
取
引
先
を

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
と
定
め
、取
引
の
深
耕
・
拡
大

に
特
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
構
築
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
事
業
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。職
域
・
地
域
の
皆
さ
ま
と
同
じ

目
線
に
立
ち
、
豊
か
で
活
力
あ
る
暮
ら
し
や
事
業
を

支
え
、皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
は
、「
本
業
で
の
黒
字
化
」の
定
着

を
目
指
し
、
地
域
密
着
型
金
融
の
推
進
に
よ
り
収
益

力
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。他
金
融
機
関
と
の

熾
烈
な
競
合
や
金
融
緩
和
に
よ
る
利
鞘
の
縮
小
な
ど

厳
し
い
環
境
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、事
業
計
画
に
沿
っ

て
業
績
は
伸
展
し
、
財
務
体
質
の
改
善
な
ど
一
定
の

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も
偏
に
、

総
代
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
取
引
先
や
関
係
先
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
は
、マ
イ
ナ
ス
金
利
の
導
入
な
ど

金
融
・
経
済
環
境
の
激
変
や
長
船
事
業
所
の
構
造

改
革
等
に
伴
い
よ
り
最
適
な
事
業
計
画
の
見
直
し
が

必
要
と
な
り
、将
来
を
見
据
え
た『
16
中
期
経
営
計
画
』

を
策
定
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

金
融
環
境
下
で
の
事
業
年
度
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
施
策

を
総
動
員
し
て
こ
の
変
革
期
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
徹
底
し
た
訪
問

活
動
に
よ
る「
顔
の
見
え
る
金
融
」を
実
践
し
、職
域
・

地
域
の
取
引
先
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
信
頼
関
係

を
強
化
す
る
方
策
を
真
摯
に
追
求
し
て
、
当
組
合
の

存
在
意
義
を
高
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

総
代
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第
六
十
三
期
（
平
成
二
十
七
年
度
）
計
算
書
類
等

（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
）

承
認
の
件

第
六
十
四
期
（
平
成
二
十
八
年
度
）
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

第
六
十
四
期
（
平
成
二
十
八
年
度
）
最
高
借
入
限

度
額
承
認
の
件

組
合
員
除
名
の
件

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件

退
任
役
員
に
対
す
る
慰
労
金
贈
呈
の
件

「第63期 通常総代会」を開催「第63期 通常総代会」を開催「第63期 通常総代会」を開催

《退任役員》監事　平野　喜久臣
《新任役員》監事　薗田　　統

第
一
号
議
案

理
事
長
挨
拶

第
二
号
議
案

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
五
号
議
案

第
六
号
議
案
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【各店舗のご案内】 【店舗外ATMコーナー】
福 田 出 張 所
浜口町出張所
長 与 出 張 所
戸 町 出 張 所

新入職員紹介新入職員紹介新入職員紹介

（ご購入）

投資信託
（特別金利）

定期預金
（ご購入）

投資信託
（特別金利）

定期預金

を開催

理事長カップ

キャンペーン期間：平成28年７月１日（金）～平成28年12月30日（金）

詳しくは 【事業推進部 　 095－861－4161】 までお気軽にお問い合わせください。

第４回

①応援定期（一般セットプラン）預入金利 年率３.０％（税引後年率2.3905%）

資産運用応援定期
キャンペーン

（ご注意）●定期預金のお預け入れは、投資信託ご購入日に限ります。●定期預金の特別金利は新規のお預け入れに限り、当初３ヶ月のみの
適用となります。自動継続時には書替日当日の店頭表示金利となります。●金融環境等の変化等により、当初適用金利（特別金利）は見直しを
行うことがあります。●特別金利期間中に解約すると、当初適用金利は適用されず、お預け入れ日から解約日までの所定の解約利率が適用さ
れます。●平成25年1月1日～平成49年12月31日に受取る利息には、20.315％（国税15.315％、地方税5％）の源泉分離課税が適用されます。
●最新の金利は、窓口またはホームページにてご確認いただけます。詳しくは店頭の商品説明書をご覧ください。

写真左より
川口 彩夏（滑石支店）、小川 桃子（深堀支店）、
太田 瑞稀（本店営業部）

　本年４月に入組した新入職員が研修期間を終え、
７月より各営業店に配属となりました。
　お見かけの際には、ぜひお声をおかけください。
　皆さまのお役に立てるよう一生懸命頑張ります！

　平成28年５月18日、三菱重工長船ＯＢ会ならびに
りょうしん年輪クラブ会員70名の皆さまにご参加い
ただき、「第４回りょうしんグラウンドゴルフ大会」を
開催いたしました。
　当日は天候にも恵まれ、当組合職員も加わった12
チームでプレーを行い、爽やかな汗を流しました。

　キャンペーン期間中、投資信託（積立型の場合は年間積立予定額）１０万円以上ご購入の場合、
ご購入額を上限として上記特別金利の定期預金（３ヶ月もの自動継続型）をご利用いただけます。

②応援定期（ご退職金セットプラン）預入金利 年率５.０％（税引後年率3.9842%）

　キャンペーン期間中、お預入時点でご退職金受取後１年以内の個人のお客さまは、投資信託
（積立型の場合は年間積立予定額）１０万円以上ご購入の場合、ご購入額を上限として上記特別金利
の定期預金（３ヶ月もの自動継続型）をご利用いただけます。
　但し、投資信託と応援定期の申込総額は、ご退職金お受取額の範囲内とし、お申込時には「退職
所得の源泉徴収票」「退職金受取口座の通帳」等をご提示ください。


